
スミセイアフタースクールプロジェクト 

第４回健康寿命をのばそう！アワード<母子保健分野> 

厚生労働大臣最優秀賞受賞 

住友生命保険相互会社 
ソーシャルコミュニケーション室 
須之内たか美 

資 料 ３ 



スミセイアフタースクールプロジェクト 

小学生の放課後の居場所である全国の学童保
育等をより楽しく子どもたちが成長できる場所と
することを目指します！  



学童保育入所児童数  101万7,429人 
学童保育数          2万5,541ヶ所         
 

データ出典：全国学童保育連絡協議会2015年8月7日報道発表資料  

⇒潜在的な待機児童数は、 
 低学年に限っても40万人以上いると推測 

⇒量の不足の問題だけでなく、子どもの人数 
 が多すぎるために、遊びや活動が制限され   
 る問題も発生している。 



学童保育等の子どもたちに聞いてみました。 

放課後や夏休みにやってみたいことはなんですか？ 

 回答数：1,029（全国で記入）  
 （男子：48％ 女子52％ , 低学年：77％ 高学年23％）  



～全国約１,０００人の小学生に聞きました～ 

放課後や夏休みにやってみたいことはなんですか？ 

  低 学 年 

  １位 サッカー ６５人 

  ２位 ドッジボール ４６人 

  ３位 鬼ごっこ ３９人 

  ４位 縄とび ３５人 

  ５位 ゲーム ２６人 

  ６位 遊び ２５人 

  ７位 工作 ２３人 

  ８位 絵画 ２１人 

  ９位 外遊び ２０人 

１０位 読書 １９人 

   高学年 

  １位 サッカー ２０人 

  ２位 なし １９人 

  ３位 ドッジボール １５人 

  ４位 鬼ごっこ １０人 

  ５位 外遊び ９人 

  ６位 楽器 ７人 

  ６位 おやつ ７人 

  ８位 工作 ６人 

  ８位 野球 ６人 

 ８位 理科実験 ６人 



学童保育で過ごす時間は、小学校で過ごす
時間より460時間も長い 

データ出典：全国学童保育連絡協議会2015年8月7日報道発表資料 
        参考資料１（2012年調査） 

学童保育にいる時間   
（１～３年生の平均） 

 

年間約1681時間 

小学校にいる時間  
（１～３年生の平均） 

 

年間約1221時間 

＞ 



スミセイアフタースクールプロジェクト 

①スミセイアフタースクールプログラム 

 ②放課後をもっと楽しく！bｏｏｋ 

 ③HPでのペーパークラフト類等 

 以下のメニューの無償提供 



①スミセイアフタースクールプログラム 

「健康」 「いのち」 「未来」をテーマとした、全国の
学童保育等への出張授業 
  

Ｈ２６～２７年度 全国の８０箇所にて開催  



「健康」 のプログラム  

無形文化遺産「和食」 走り方講座 

ことばと健康 Ｌｅｔ’ｓ ｐｌａｙ ドッジボール！ 



「いのち」 のプログラム  

心臓外科医のシゴト 看護師のシゴト 

冒険家 ファインダーから見るいのち 



「みらい」 のプログラム  

スラックライン 宇宙の未来 

木のぬくもり、不思議を知ろう       キャッチボール 



「夢」 のプログラム  

ダブルダッチのチャンピオンと 
一緒に練習したい！ 

百人一首の名人に取り方のコツを
教わりたい！ 

プロサッカー選手と練習したい！ 
けん玉のチャンピオンに教えても
らいたい！ 



 講演会・勉強会の実施 

スミセイアフタースクールプログラム開催日同日に 
「地域の方々と一緒につくる子どもたちの放課後」を
テーマに講演会や勉強会を開催 
  
<参加者> 

・学童保育等の指導者・地域の協力者・行政関係者・保護者等  



 プログラムづくりを体験 

グループ毎にひとつ 
実現したいプログラムを 
選んで、実現方法を検討 

ふせんにプログラム案

を記入  



 ②放課後をもっと楽しく！book 
スミセイアフタースクールプログラムにご応募いただいたすべての団体さまに
「放課後をもっと楽しく！ｂｏｏｋ」を配布。 

  
<コンテンツ> 
・小学生の成長過程一覧 
・プログラム事例集      等 

スミセイアフタースクールＨＰ 

連動 

放課後をもっと楽しく！ｂｏｏｋ 



学童保育等の空き時間に手軽に遊んでいただけるすごろくやペーパークラフト
類をホームページ上にて提供。また、「日本のあそび」「世界のあそび」コーナー
を設け、各地域で行われているあそびをご紹介。 

日本のあそび 
世界のあそび 

すぐにあそべる 

ツールダウンロード 

 ③ HPでのペーパークラフト類等 



学童保育の子ども達が 
「オリジナルすごろく」をつくってくれました！ 



プログラム動画配信中！ 



ぜひホームページへアクセスしてください！ 



スミセイアフタースクールプログラム 

 Ｈ２８年４月～公募開始予定（５０団体） 



－－難病の子ども、家族を支える－－ 

 

小 林 信 秋 
 
 

第４回健康寿命をのばそう！アワード<母子保健分野> 

厚生労働大臣優秀賞受賞 



 
 

１９８８年 ８月 難病の子どもの親と心ある医師が集り活動スタート。こどもの難病電話相談室開設。 
１９８９年 ９月 第１回こどもの難病シンポジウム開催。 
１９９０年１０月 親の会連絡会発足。 
１９９２年 ８月 サマーキャンプ“がんばれ共和国”、７００名が参加して富士山で開催。 
１９９３年１２月 第12回こどもの難病シンポジウムに秋篠宮殿下、妃殿下お成り。 
１９９８年 ２月 現在の組織（難病のこども支援全国ネットワーク）に。 
１９９９年１０月 特定非営利活動法人（ＮＰＯ）。 
２００１年     健やか親子２１推進協議会課題３グループの幹事団体として参加。 
２００５年 ３月 国立成育医療センターでピアサポート活動スタート。 
        ４月 小児慢性特定疾患治療研究事業、児童福祉法に位置付けられて法制化。 
２００８年１０月 第６０回保健文化賞受賞。 
２００９年 ２月 認定ＮＰＯ法人として国税庁から認定。 
２０１１年 ７月 山梨県北杜市白州にレスパイト施設 “あおぞら共和国”建設プロジェクトスタート。 
２０１３年１２月 国連「アジア・太平洋障害者の十年」功労者として内閣総理大臣表彰。            
２０１５年   １月 児童福祉法の改正にかかわり小児慢性特定疾病医療費支援がスタート。 
       １１月 第４回健康寿命をのばそうアワード（母子保健分野）厚生労働大臣優秀賞受賞。  



• 原因が分からなかったり、治療法が未確立、
経過が慢性にわたるなどいわゆる小児の
難病は７００種類以上にわたる。 

 

• 日本にはこれらの難病とたたかう子ども達
がおよそ２５万人に達している。 



悪性新生物（がん）：白血病、悪性リンパ腫、神経芽腫、脳腫瘍など。   
心臓病：心室中隔欠損、心房中隔欠損、ファロー四徴症、大血管転位症など。 
腎臓病：ネフローゼ症候群、慢性糸球体腎炎、慢性腎盂炎など。   
糖尿病：１型糖尿病、２型糖尿病、若年発症成人型糖尿病など。 
内分泌疾患：下垂体性小人症、軟骨異栄養症、クッシング症候群など。             
膠原病：若年性リウマチ、全身性ｴﾘﾃﾏﾄｰﾃﾞｽ、ベーチェット病、強皮症など。 
呼吸器疾患：気道狭窄、気管支ぜんそく、間質性肺炎、嚢胞性線維症など。 
先天代謝異常：フェニルケトン尿症、ムコ多糖症、副腎白質ｼﾞｽﾄﾛﾌｨｰなど。 
血液疾患：再生不良性貧血、血友病、血小板減少性紫斑病など。 
免疫疾患：慢性肉芽腫症、後天性免疫不全症など。 
神経・筋疾患：筋ジストロフィー、二分脊椎症、レット症候群、モヤモヤ病など 
消化器疾患：胆道閉鎖症、潰瘍性大腸炎、肝硬変など 
皮膚疾患：表皮水泡症、色素性乾皮症、ﾚｯｸﾘﾝｸﾞﾊｳｾﾞﾝ病、魚鱗癬など。 
重症心身障害、脳性まひなど。 



Characteristics of intractable diseases in children 

• 患者数が少ないために、診断が遅れたり、
治療法の周知が不十分だったりする。 

• 子どもであるために、患者が成長発達する。
病院や学校の選択など、闘病生活に多様
な困難が伴う。 

• 多くはきょうだいがいて、その配慮が重要。 

• 親が若いために経済的な負担が大きい。 

• 先天的な疾患が多く、誤解や偏見によって
傷つく患者や家族が少なくない。 

• その他たくさんの様々な困難がありこれら
を一人の家族だけで乗り越えるのは難しい。 

 



• 国や地方自治体など行政の行うこと。 

• 医師や看護師など専門職・技能集団・学会、製
薬企業・医療機器関連企業などの専門職集団の
行うこと。 

• 親の会やＮＰＯなどの民間組織の行うこと。 

• 社会の人々の意識の変革・ボランティア活動へ
の参加。 



難病の子どもと家族のために相談活動と交流活動、社会啓発活動 
◎相談活動 
  電話相談室 03-5840-5973  月～金11:00～15:00 
     遺伝（先天異常）特別相談 毎月第３金曜日に臨床遺伝専門医が相談を受ける。 
  ピアサポート活動 国立成育医療研究センター、神奈川こども医療センター、東京都立小児  
  総合医療センター、埼玉県立小児医療センター（2017年より）。 
◎交流活動 
  サマーキャンプ“がんばれ共和国”を全国９ヶ所で開催、1,000名以上が参加。 
  親の会活動支援 法律や制度改善のための活動。 
◎社会啓発活動 
  シンポジウム・研修会・講演会の開催。 
  ボランティアの養成と派遣。 
  出版活動。 
◎みんなのふるさと“夢”プロジェクト 
  山梨県北杜市にレスパイト施設“あおぞら共和国”の建設・運営。 
◎小児慢性特定疾病の自立支援事業を東京都から委託。 
 



沼部博
直 



東京都立小児総合医療
センター 

神奈川県立こども 
医療センター 

国立成育医療研究
センター 



       

   北海道滝川市､岩手県一関市､神奈川県大井町､静岡県島田市､愛知県新城市､ 
     兵庫県淡路市､熊本県阿蘇市､沖縄県恩納村、沖縄県宮古市 





（東京・京都で開催／国立成育医療研究センターとの共催） 



あおぞら共和国建国中 
（山梨県北杜市） 





自 

立 

支 

援 
員 

各機関との連絡調整 

自立支援計画策定 

サマーキャンプ 

親 の 会 

プレイリーダーの家庭訪問 

レスパイト施設 

   “あおぞら共和国” 

電話相談室 

遺伝相談 

遺伝カウンセリング 

ピアサポート 





• 難病・慢性疾患・障害のある子どもと家族のそば
にいる。 

• 法や制度のなかだけではなく、子どもと家族に
とって一番良いのは何かを一緒に考える。 

• 民間活動のよさをフルに発揮して、子ども達と家
族を支える。 

• 子どもと家族のことをよく知る。そんな関係性を作
り上げる。 
 

 
 

 



認定ＮＰＯ法人難病のこども支援全
国ネットワーク 

URL http://www.nanbyonet.or.jp 

E-mail:kobayashi@nanbyonet.or.jp 

 


